
オ
ー
ル
電
化
住
宅
が
全

国
的
に
普
及
し
て
き
て
い

ま
す
。
オ
ー
ル
電
化
住
宅

と
は
、
調
理･

給
湯
、
暖

房
を
電
気
で
ま
か
な
う
住

宅
の
こ
と
で
す
。
直
火
を

使
わ
な
い
こ
と
で
火
事
や

空
気
汚
染
の
心
配
が
な
い

な
ど
、
安
全
性
・
ク
リ
ー

ン
性
・
快
適
性
に
加
え
ラ

ン
ニ
ン
グ
・
コ
ス
ト
の
低

さ
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

割
安
な
時
間
帯
別
電
灯

や
深
夜
電
力
を
利
用
す
る

こ
と
か
ら
、
電
気
料
金
が

高
額
に
な
ら
ず
に
す
む
の

が
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

オ
ー
ル
電
化
住
宅
に
か

か
せ
な
い
住
宅
設
備
機
器

の
一
つ
で
あ
る
「
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」
の
利
用
は
、
一
昨
年

は
三
・
四
％
に
過
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
昨
年
は
一

四
・
八
％
、
最
近
の
調
査

で
は
二
一
・
六
％
が
導
入

し
た
と
の
デ
ー
タ
が
発
表

さ
れ
る
な
ど
、
急
速
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

電
気
代
従
来
の
３
割

地
球
温
暖
化
防
止
に
も

「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」
は
空

気
の
熱
を
吸
収
し
て
自
然

冷
媒
の
二
酸
化
炭
素
に
伝

え
、
お
湯
を
沸
か
す
省
エ

ネ
給
湯
器
で
、
電
気
エ
ネ

ル
ギ
ー
一
に
対
し
、
三
倍

の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生

み
出
し
ま
す
。
「
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
」
の
本
体
価

格
は
工
事
費
・
税
別
で

六
〇
～
七
〇
万
円
台
程

度
と
従
来
の
電
気
温
水

器
と
比
べ
れ
ば
割
高
で

す
が
、
電
気
代
は
従
来

ヒ
ー
タ
ー
式
の
約
三
割

ほ
ど
と
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

コ
ス
ト
は
非
常
に
低
く
な

り
ま
す
。
国
は
地
球
温
暖

化
対
策
と
し
て
「
エ
コ
キ
ュ
ー

ト
」
の
普
及
に
積
極
的
で
、

高
効
率
給
湯
器
導
入
促
進

事
業
費
と
し
て
、
一
二
〇

億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
補
助
金
を
う
け
る
に

は
、
①
補
助
対
象
給
湯
器

で
あ
る
こ
と
や
②
着
工
前

に
申
請
し
、
受
理
後
に
着

工
す
る
こ
と
な
ど
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
、
（
財
）

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
・
蓄
熱
セ

ン
タ
ー
「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト

導
入
補
助
金
」
係
℡
〇
三

（
五
六
四
三
）
二
三
七
四

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２００６年６月（８号）※「町場の仲間」から改題 （1）

住まいのネットワークは規約も会費もないゆ

るやかな組織で、この情報誌を読むことが会員

の資格です。学習・交流を通じ、中小業者の協

同化を目指しています。

石綿作業主任者講習実施日程

6月19・20日技術研修センター
6月26・27日技術研修センター
7月8・9日技術研修センター
7月10・11日技術研修センター
【受講料】10,000円

申し込みは所属支部へ

発 行 所：埼玉土建一般労働組合

さいたま市南区鹿手袋6－18－12

電 話 048-863-6293

九
月
に
行
わ
れ
る
全
建

総
連
全
国
青
年
技
能
競
技

大
会
の
代
表
選
考
会
で
も

あ
る
埼
玉
土
建
大
会
が
八

月
六
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
組
合
で
、
出
場
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
課

題
は
「
四
方
転
び
踏
み
台
」

で
規
矩
術
の
基
本
が
す
べ

て
入
っ
て
い
ま
す
。
若
い

大
工
の
仲

間
は
も
ち

ろ
ん
、
事

業
主
・
親

方
に
と
っ

て
は
若
い

従
業
員
の

技
術
・
技

能
を
伸
ば

す
チ
ャ
ン

ス
で
す
。

埼
玉
土
建

に
は
他
組

合
に
は
な
い
独
自
の
技

能
者
育
成
支
援
制
度
も

あ
り
ま
す
。
講
師
は
技

能
競
技
大
会
で
活
躍
し

た
技
能
士
会
の
今
野
講
師
、

和
田
講
師
が
務
め
ま
す
。

【
事
前
説
明
会
】

六
月
一
四
日
一
九
時
半

【
事
前
講
習
会
】

六
月
一
八
日
九
時
～

七
月
二
日
九
時
～

【
埼
玉
土
建
大
会
】

八
月
六
日
九
時
～

【
会

場
】

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

｛
参
加
資
格
】

三
五
歳
ま
で
の
建
築
大
工

【
問
い
合
わ
せ
】

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー

〇
四
八
（
六
一
一
）
八
一

九
三

担
当

田
中
ま
で

昨年、優勝した木村選手（宮代）

全国大会で入賞を果たした



Ｄ,
2.6%

Ｃ,
59.4
%

Ａ,
15.9
%

Ｅ,
21.2
%

Ｂ,
0.9%

都 県 名 等地区分 木造（円）

栃 木 1 10,000
群 馬 1 10,000
埼 玉 3 18,800
千 葉 4 30,600
東 京 都 4 31,300
神 奈 川 4 31,300

変更後の保険料例

※近県を抜粋

保険金額1000万円の
場合の1年間の保険料

「
住
ま
い
・
暮
ら
し
」

意
識
調
査
の
結
果
が
新
建

ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
新
建
新
聞
社
が

千
人
の
女
性
を
対
象
に
行
っ

た
も
の
で
す
。
今
国
会
へ

の
提
出
が
見
送
ら
れ
、
検

討
が
つ
づ
い
て
い
る
瑕
疵

担
保
責
任
保
険
の
義
務
化

に
つ
い
て
は
、
全
体
の
七

五
％
が
賛
成
の
回
答
を
し

て
い
ま
す
。
業
界
か
ら
コ

ス
ト
負
担
が
多
い
と
反
対

の
声
も
上
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
北
側
国
土
交
通
大

臣
の
私
的
諮
問
機
関
で
あ

る
「
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任

研
究
会
」
で
検
討
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
同

研
究
会
に
は
、
強
制
化
に

反
対
し
た
住
宅
・
不
動
産

団
体
か
ら
委
員
が
選
ば
れ

て
お
ら
ず
、
座
長
の
松
本

明
海
大
学
教
授
も
「
義
務

化
を
前
提
と
し
た
論
議
を

進
め
る
」
と
し
て
お
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
る

消
費
者
の
意
向
な
ど
か
ら
、

瑕
疵
保
険
の
義
務
化
は
避

け
ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
補
強
、
耐

震
改
修
推
進
の
対
策
の
一

環
と
し
て
、
地
震
保
険
料

率
の
全
面

的
な
改
定

が
行
わ
れ

ま
す
。
保
険
料
の
算
出
方

法
を
抜
本
的
に
見
直
し
た

も
の
で
、
地
震
調
査
研
究

推
進
本
部

が
公
表
し

た｢

地
震

動
予
測
地

図｣

を
も

と
に
、
損

壊
率
や
消

失
率
等
を
計
算
し
、
危
険

度
に
応
じ
た
４
等
級
の
地

域
区
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
区
分
に
応
じ
た

保
険
料
と
な
り
ま
す
。

三
年
間
で
八
割
、
十
年

間
で
九
割
の
住
宅
の
耐
震

化
を
目
指
す
国
の
施
策
に

応
え
る
も
の
で
、
今
回
の

基
準
料
率
が
確
定
す
れ
ば
、

今
後
は
「
建
物
の
安
全
性

の
度
合
い
に
応
じ
て
優
遇

策
」
を
検
討
す
る
と
し
て

い
ま
す
。
耐
震
補
強
し
た

住
宅
や
耐
震
構
法
・
免
震

構
法
住
宅
等
に
つ
い
て
メ

リ
ッ
ト
を
与
え
る
こ
と
で
、

住
宅
の
耐
震
化
に
は
ず
み

を
つ
け
よ
う
と
す
る
政
策

の
一
環
で
す
。

２００６年６月（８号）※「町場の仲間」から改題 （2）

〇
五
年
は
一
二
〇
万
戸
超

〇
五
年
度
の
住
宅
着
工

戸
数
は
、
四･

七
％
増
の

一
二
四
万
八
八
〇
七
戸
で
、

三
年
連
続
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
貸
家
・
分
譲
住

宅
が
好
調
、
集
合
住
宅
関

連

の

伸

び

が

目

立

ち

ま
し
た
が
、

持

ち

家

は

マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

木
造
住
宅
の
シ
ェ
ア
は

四
三
・
六
％
と
一
・
八
％

下
落
、
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
の

シ
ェ
ア
も
八
・
二
％
と
二
・

二
％
減
少
し
ま
し
た
。
一

方
、
２×

４
住
宅
は
貸
家

の
好
調
を
反
映
し
、
八
・

八
％
と
な
り
ま
し
た
。

〇
六
年
住
宅
投
資
は

三
年
連
続
増
を
見
込
む

四
月
時
点
の｢

〇
六
年

度
の
住
宅
着
工
・
建
設
投

資
見
通
し｣

は
、
一
月
予

想
の
一
二
一
万
戸
を
上
方

修
正
し
、
前
年
度
比
〇･

三
％
減
の
一
二
四
万
一
一

〇
〇
戸
と
し
ま
し
た
。
着

工
数
が
マ
イ
ナ
ス
と
し
な

が
ら
も
、
物
価
上
昇
を
考

え
な
い
名
目
民
間
住
宅
投

資
は
、
二･

二
％
増
の
一

八
兆
九
一
〇
〇
億
円
と
、

三
年
連
続
プ
ラ
ス
を
見
込

み
ま
し
た
。

景
気
回
復
に
よ
り
、
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
な
ど
の
高
い

住
宅
購
入
意
欲
が
下
支
え

し
、
金
利
先

高
感
も
需
要

の
追
い
風
に

な
る
と
み
て

い
ま
す
が
、
地
価
の
上
昇
、

資
材
価
格
の
高
止
ま
り
、

金
利
上
昇
な
ど
中
長
期
的

に
は
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
あ

る
た
め
、
若
干
の
減
少
予

想
と
な
り
ま
し
た
。

Ａ，議論は知っていた。制度には賛成

Ｂ，議論は知っていた。制度には反対

Ｃ，議論は知らない。制度には賛成

Ｄ，議論は知らない。制度には反対

Ｅ，制度がよくわからない

Ｑ、現在検討されている瑕疵担保
責任保険の是非をどう考えますか

コ
ス
ト
の
負
担
は
だ
れ
が

保
証
・
保
険
の
コ
ス

ト
の
負
担
に
つ
い
て
は

約
二
割
が
供
給
者
側
と

回
答
、
そ
う
で
な
け
れ

ば
制
度
を
利
用
し
た
く

な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ス
ト
を
折

半
す
べ
き
と
の
回
答
が

三
割
を
占
め
た
こ
と
は

注
目
で
き
ま
す
。

阪神淡路大震災での
被災住宅


